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P124b 野辺山45m鏡搭載Z45受信機によるペルセウス座領域のCCSマッピング
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我々は、野辺山 45m鏡と 45 GHz帯両偏波受信機 (Z45受信機)を用いた分子雲の CCSマッピングを行ってい
る。この受信機は、CCS(JN= 4332)分子輝線によるゼーマン効果の検出を目的として開発された。ゼーマン効果
を検出できれば分子雲内の磁場の強さを測ることができ、磁場の星形成への影響を探ることができる。この研究
では、ゼーマン効果の検出に適した観測点（アンテナ温度 T
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0.5 km s−1)を探すため、2014
年 3月から 4月にかけてペルセウス座領域の B1、NGC1333、L1448、IC348の 4ヶ所の観測を行った。
　観測では、合計 65平方分の領域で CCS分子輝線、HC3N分子輝線及びHC5N分子輝線のOTFマッピングを
行った。観測時の平均的なシステム雑音温度は 130140 Kで、ノイズレベルは 0.5 K(速度分解能 0.05 km s−1)で
あった。観測の結果、B1でCCS分子輝線が検出され、ピークでアンテナ温度 T
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a=0.65 K、視線速度VLSR=6.5
km s−1、線幅∆V=1.2 km s−1であった。ペルセウス座領域については、いまだにゼーマン効果の検出に適した
観測点は見つかっていない。しかし、B1及び L1448ではHC3N分子輝線が検出され、CCSとHC3Nのピークの
座標がNH3(J ,K= 1,1)のピークとよく一致している一方で、13CO(J=10)の積分強度のピークとは 5’程度離れ
ているなど、興味深い結果が得られた。本ポスターでは、CCS観測の結果に加え、他の分子輝線の分布との比較
について報告する。


